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[1]的1i訴後感染1i!は外科医にとって行i命的な合1M;症である.感染予
知の胤鮫Jm~守主II法も変化してきた . J}L:{正J i.跨':f:i~iの予防的抗部薬投与
!J: CDCプfイドラインのセブアゾ1)ン部1Nお中J立与はゆと iヨ外会誌ガイ
ドラインのベニニシ l}ン/第2Íぜftセブ J、ム術後投与{}~が-fU<iiりだが，
1.fI!J性的速いは明らかでない.そこで2法の術後感染子除去1)楽を
prospective tこ比較した.また術後の定時採lfl'陸if象検査が感染の平JVj
発見に有汗jか検討した. [正，.法12ω1 "， [}年の間続!h!i葉 .l迂城山除併
で，鋭部治療，感染合併，気管支形成{刊をiなく 154泌が対象.議議街
中投与82f発 (CDC群)，街後投与.72fY!J (JSS f洋)として感染発龍平
とその蕗床{設を比較した.jI2!培技.if'土総おX線をドレーンj友去までi1¥
El， Inl液検交を f~T後1. 4， 7 1:に行った. [結果1UU詩茶投ワー 総;蛍(論
的中 Iii~fを) :ま CDC蔀2.6/0g，JSS &f: 0/9. G只だった.Jlo感染鮮の前
後炎症反応の披拶i主将群均等だった.感染発抜本はじりじ群 12.5%
(11711)， JSS 群13.49{>(9{Y引で.内訳は90()u08 鵠)が縮箆t'+!~1í
炎， CDC群のみ2慨に乎1幹部技以外が版協の sep$isを認め.おiはすき
生しなかった.平均発症日はじりじ詳#f後:1.6H. JSS 群 :~.1 Hであっ
た.感染i1IJの臨床探は群関で3をはないが，非感染fi~r.:比べよ主総.お2is
穣指数.{.止l秒事.t長1ill.性心疾患の催忠が多い，長い議前在i誌が認め
られた， i記i殻締法橋，ステロイド!JfUlIl土危険悶子でなかった.発見
動機はf:l覚症状，パイタルサイン変動， 1婚後所見で，先行するi註液検
査異常はなかった.[結議}上記2法の議後感染予i地効果Ii(i'il~f1である.
術後投与に出i炎予防効果iまないが，高齢者の結後町psisを予防する可
能性がある.半期発見にはj主意諜い診察と誕(象検査が議笈で， ril液検
査はイィmでない.
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